
「
少
し
離
れ
る
と
、
ま
る

で
完
成
し
た
橋
の
よ
う
に
見

え
る
」。
現
場
を
訪
れ
た
人

が
一
様
に
口
を
揃
え
た
。

和
歌
山
県
御
坊
市
で
建
設

中
の
野
口
高
架
橋
の
側
面
。

採
光
性
に
優
れ
た
ポ
リ
カ
ー

ボ
ネ
ー
ト
製
の
防
護
工
「
ク

イ
ッ
ク
パ
ネ
ラ
イ
ト
」
で
覆

わ
れ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
吊

足
場
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」

の
専
用
品
だ
。日
綜
産
業（
東

京
都
中
央
区
、
小
野
大
社

長
）
が
開
発
し
、
昨
年
秋
に

発
表
し
た
。
新
設
橋
で
の
全

面
採
用
は
初
め
て
。

採
光
性
以
外
の
特
徴
は
①

安
全
な
内
部
脱
着
式
②
防
音

機
能
③
ル
ー
バ
ー
式
開
閉
に

よ
る
換
気
機
能
④
軽
量
⑤
リ

ユ
ー
ス
が
可
能
⑥
熟
練
技
能

が
不
要
の
簡
易
性
―
な
ど
。

工
事
を
担
当
す
る
横
河
ブ

リ
ッ
ジ
（
千
葉
県
船
橋
市
、

髙
田
和
彦
社
長
）
・
横
河
Ｎ

Ｓ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
茨

城
県
神
栖
市
、
齊
藤
功
社

長
）
Ｊ
Ｖ
の
牟
田
圭
造
所
長

は
、「
驚
く
ほ
ど
き
れ
い
。灯

り
が
な
く
て
も
、
足
場
内
が

明
る
い
の
で
、
監
視
カ
メ
ラ

が
稼
働
で
き
る
。
機
能
面
に

満
足
し
て
い
る
」と
話
し
た
。

発
注
者
か
ら
は
、
安
全
性

と
美
観
を
高
く
評
価
さ
れ
た

と
い
う
。「
足
場
の
吊
ピ
ッ

チ
を
最
大
5
ｍ
ま
で
飛
ば

せ
、
高
い
作
業
性
か
ら
効
率

が
格
段
に
ア
ッ
プ
し
た
」
と

評
価
し
た
。

野
口
高
架
橋
の
建
設
は
、

西
日
本
高
速
道
路
会
社
・
関

西
支
社
の
発
注
。
発
注
者
が

入
札
時
に
総
合
評
価
す
る
技

術
提
案
で
「
飛
躍
的
に
安
全

性
の
高
い
吊
足
場
」
を
試
行

的
に
使
う
こ
と
を
指
定
し
た

た
め
、
シ
ス
テ
ム
吊
足
場
の

活
用
が
前
提
だ
っ
た
。

横
河
ブ
リ
ッ
ジ
は
応
札
に

当
た
り
、
シ
ス
テ
ム
吊
足
場

を
主
桁
下
で
地
組
し
、
一
括

吊
上
げ
を
行
う
こ
と
で
安
全

性
を
高
め
る
方
法
を
考
案
。

床
面
の
剛
性
が
高
い
ク
イ
ッ

ク
デ
ッ
キ
を
選
択
し
た
。
同

社
は
か
つ
て
行
っ
た
東
日
本

高
速
道
路
管
内
の
長
野
道
・

小
仁
熊
橋
床
版
取
替
工
事

で
、
同
足
場
の
作
業
性
を
確

認
し
て
い
た
。

Ｊ
Ｖ
は
昨
年
11
月
か
ら
、

最
大
で
橋
軸
延
長
10
ｍ
分
を

地
組
し
て
一
括
吊
り
上
げ
を

実
施
。
橋
脚
回
り
や
県
道
と

交
差
す
る
部
分
な
ど
は
床
先

行
組
立
を
併
用
し
、
昨
年
中

に
足
場
架
設
を
終
え
た
。
同

橋
で
は
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
2

5
0
0
㎡
、
ク
イ
ッ
ク
パ
ネ

ラ
イ
ト
1
9
0
0
㎡
を
使
っ

た
。ク

イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
は
、
販

売
開
始
か
ら
6
年
余
で
納
入

実
績
7
0
0
件
を
超
え
た
。

こ
れ
ま
で
保
全
工
事
で
多
用

さ
れ
て
き
た
。

横
河
Ｊ
Ｖ
所
長

�
驚
く
ほ
ど
き
れ
い
�

日
綜
産
業
ク
イ
�
ク
パ
ネ
ラ
イ
ト

可
動
橋
編
①
御
葭
橋
②
ア
ー
バ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
③
新
大
扇
橋
④
長
浜
大
橋
⑤
生
地
中
橋
⑥
本
渡
瀬
戸
歩
道
橋
⑦
末
広
橋
梁
⑧
臨
港
橋
⑨
江
の
浦
橋
⑩
櫻
橋
⑪
手
結
港
可
動
橋
⑫
ブ
ル
ー
ウ
イ
ン
グ
門
司
⑬
御
前
浜
橋
⑭
小
天
橋

足
場
は
今

～№22 可動橋編㉒夢舞大橋～
「2025年に大阪・関西万博が開催され

る夢洲。かつて大阪五輪の予定地でもあ
った。この埋立地へのアクセスとして架
橋されたのが、夢舞大橋。本体はローゼ
橋だ。アーチリブがフィーレンデール構
造で、フォルムもカッコいい。これがな
んと浮体式で、緊急時には大型船の航行
を可能にするため旋回開橋する。世界唯
一の旋回式浮体橋という構造。
地上と接続されている巨大なピンを外

すと、タグボートに引かれ、橋が動き出
す。開橋の写真は川崎重工からお借りし
たもの。これだけの巨漢が動く様はさぞ
かし圧巻だろう」

牟田所長

クイックパネライトは完成した橋の遮音壁のよう

業
界
一
丸
で
吊
足
場
の
安

全
性
を
高
め
る
た
め
発
足
し

た
「
シ
ス
テ
ム
吊
り
棚
足
場

協
会
」。
理
事
の
髙
宮
章
好

・
タ
カ
ミ
ヤ
副
社
長
に
聞
い

た
。

―
―
協
会
設
立
に
つ
い
て
。

髙
宮
理
事

設
立
の
構
想

は
、
半
年
ほ
ど
前
に
持
ち
上

が
っ
た
。

関
係
者
の
皆
様
に
呼
び
掛

け
た
ら
、
短
期
間
に
45
社
が

集
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
の

意
義
を
重
く
受
け
止
め
て
い

る
。メ

ー
カ
ー
は
安
全
第
一
の

製
品
を
供
給
し
て
き
た
つ
も

り
だ
が
、
本
当
に
今
の
手

順
、
部
材
で
良
い
の
か
。
も

っ
と
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

協
会
は
今
後
、
勉
強
会
も

予
定
し
て
お
り
、
施
工
会
社

な
ど
か
ら
の
要
望
に
耳
を
傾

け
た
い
。

そ
し
て
、
改
善
を
求
め
る

声
を
反
映
し
た
新
製
品
を
現

場
に
投
入
し
、
安
全
率
の
向

上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

積
極
的
に
進
め
る
。
新
し
い

シ
ス
テ
ム
の
認
知
度
を
上
げ

る
こ
と
も
、
設
立
の
目
的
の

1
つ
だ
。

―
―
日
鉄
建
材
と
歩
調
を
合

わ
せ
た
理
由
は
。

髙
宮

同
じ
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
姉
妹
製
品
の
た
め
、
安

全
な
足
場
を
世
に
広
め
て
い

く
こ
と
で
両
社
が
一
致
し

た
。
声
を
か
け
た
の
が
昨
年

末
だ
っ
た
の
に
、
快
く
、
か

つ
速
や
か
に
応
じ
て
い
た
だ

き
感
謝
し
て
い
る
。
目
指
す

べ
き
は
、
ゼ
ロ
災
害
。
こ
の

責
務
を
果
た
せ
る
よ
う
、
会

員
会
社
と
協
力
し
て
前
進
し

て
い
き
た
い
。

◇

◇

会
長
、
髙
宮
理
事
以
外
の

役
員
は
次
の
通
り
。

▽
副
会
長

秋
野
洋
平
・

秋
野
組
社
長
▽
理
事

関
信

行
・
豊
裕
工
業
社
長
▽
同

水
嶋
浩
之
・
フ
ク
ム
ラ
仮
設

取
締
役
▽
同

庭
瀬
二
朗
・

原
田
工
業
社
長
▽
同

久
米

栄
市
郎
・
日
鉄
建
材
部
長

髙
宮
理
事�
も
�
と
現
場
の
声
に
�

シ
ス
テ
ム
吊
り
棚
足
場
協
会

大阪市此花区の市道に架かる鋼旋回式
浮体橋。平成13年。橋長876.6ｍ（65.7+
280.0+65.7ｍ）、総幅員38.8ｍ。

髙宮理事

橋

⑮加賀須野橋⑯錦橋⑰水門橋⑱はねっこ橋⑲東高洲橋⑳玉重橋㉑三池閘門可動

（
１
面
か
ら
続
く
）

大
成
建
設
が
建
設
用
3
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
で
製
作
し
た
Ｐ

Ｃ
構
造
体
の
橋
。
成
功
さ
せ

た
の
は
、「
ト
ポ
ロ
ジ
ー
最

適
化
手
法
」
だ
っ
た
。
構
造

分
析
と
感
度
解
析
、
モ
デ
ル

変
更
を
繰
り
返
し
な
が
ら
不

要
な
材
料
を
削
り
、
剛
性
を

保
ち
な
が
ら
軽
量
化
を
図
る

も
の
で
、
重
量
は
最
適
化
前

の
4
分
の
1
に
減
っ
た
。

同
社
は
こ
れ
ま
で
、
生
産

性
や
安
全
性
の
向
上
、
ま
た

従
来
型
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
施

工
技
術
で
は
実
現
で
き
な
か

っ
た
新
た
な
構
造
体
の
製
作

を
目
指
し
て
建
設
用
3
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
の
研
究
開
発
を
進

め
て
き
た
。し
か
し
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
積
層
さ
せ
な
が
ら

部
材
を
作
る
過
程
で
鉄
筋
補

強
が
で
き
な
い
た
め
、
引
張

力
が
作
用
す
る
構
造
部
材
に

は
適
用
で
き
ず
、
用
途
は
意

匠
部
材
や
ベ
ン
チ
な
ど
の
オ

ブ
ジ
ェ
に
限
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
部
材
を
作
る
際

に
あ
ら
か
じ
め
Ｐ
Ｃ
鋼
材
挿

入
用
の
穴
を
設
け
、
各
部
材

を
接
合
後
に
Ｐ
Ｃ
鋼
材
を
挿

入
、
緊
張
に
よ
っ
て
一
体
化

さ
せ
た
。
こ
う
し
た
Ｐ
Ｃ
構

造
体
と
す
る
こ
と
で
、
鉄
筋

が
な
く
て
も
歩
行
者
の
荷
重

に
耐
え
ら
れ
る
橋
と
し
た
。

３Ｄプリンターで作った橋

重さ当初の１／４に

トポロジー最適化手法

3 Ｄプリンター装置（写真と右図は
いずれも大成建設提供） トポロジー最適化手法で決まった橋の形状

�橋梁通信社 第47号（毎月1日・15日）橋 梁 通 信2020年（令和２年）３月１日（日曜日）（５）


